
令和６年度 藤田研究開発課題（シーズＡ相当)

２次募集説明会

2024年１月24日(水) 16：00～16：30頃まで

藤田医科大学 橋渡し研究統括本部

橋渡し研究シーズ探索センター

今年度10～11月の藤田研究開発課題（シーズＡ相当)募集に応募されている

同一課題は本応募の対象とはなりませんのでご注意ください。



コンテンツ
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1. 橋渡し研究とは

• シーズA （早期開発段階）

• preF、シーズF、シーズF＃、シーズB、シーズC（後期開発段階）

2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）2次募集について

• 対象課題、申請期間、支援期間、支援金額

• 募集の流れ

• 申請書類等の入手

• 申請方法

• 留意事項

• プロジェクトマネージャーによる事前相談

• 問い合わせ先

3. 申請書作成のためのポイント（プロジェクトマネージャーより）



大学等において、高度かつ先進性の高い基礎研究成果や臨床現場から

のニーズに基づくシーズの発掘・育成及び非臨床試験から臨床試験へ

の展開を通して、医療への実用化を最終目標とする研究をいう。

⚫ シーズA
優れた基礎研究成果を発掘し、特許出願に必要な研究と予算を見極めて「シーズ」に育てる早期開発段階

⚫ preF、シーズF、シーズF＃、シーズB、シーズC

開発が進み、実用化のための研究を行う後期開発段階
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、シーズF#

＜研究の開発フェーズに応じた支援のスキーム＞

1. 橋渡し研究（Translational Research）とは



【対象課題】

⚫ 将来、薬事承認対象となる医薬品・医療機器・再生医療等製品・体外診断
用医薬品の実用化につながる可能性のある研究開発課題

⚫ 医薬品・医療機器・再生医療等製品・体外診断用医薬品の開発に向けて、
特許出願を目指す課題

【申請期間】

⚫ 令和６年１月22日（月）～令和６年２月19日（月）12時00分 ※厳守

＊申請書の受理は、「藤田医科大学 橋渡し研究シーズ探索センター」からのメール連絡を
以って正式な申請完了となります。申請後１週間以上経過しても何ら連絡がない場合には、
「問い合わせ先 」までご連絡をお願いします。

【支援期間】

⚫ 令和６年４月１日～令和７年３月31日（原則１年）

＊最大２年まで支援を受けることが可能ですが、２年目は再度、同様の審査を経て支援継続
の可否を決定します

【支援金額】

⚫ １課題あたり最大 500万円/年

（評価結果により、150万円～500万円の間で変動します）

2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～対象課題、申請期間、支援期間、支援金額～

詳細は「募集要項」を

必ずご確認下さい
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2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～２次募集の流れ～

令和６年１月22日(月)～２月19日(月)
12時00分※厳守

令和６年２月下旬～３月上旬（予定）

令和６年３月下旬頃

令和６年４月～

結果通知
・採択の可否
・採択課題について研究支援金額を通知

シーズ評価
・書面審査
・ヒアリング審査（必要に応じて実施）

支援開始
・プロジェクトマネージャーの紹介
・研究支援金の分配

研究開発課題（シーズA相当）募集
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2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～申請書類等の入手～

申請方法の詳細は「募集要項」を必ずご確認下さい
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⚫ 先端医療開発コンソーシアムホームぺージの会員専用ページ
「公募情報」よりダウンロード可能です。

  URL：https://www.cdam.jp/

会員専用ページログインには、専用ID及びPWが必要になります。

ログインできない方は、「問い合わせ先 」からも入手可能です。
メール差出人宛てに、申請書類一式を送付させていただきます。

＊ダウンロード可能な申請書類は以下３つです。

タイトル ファイル形式

① R6. 研究開発提案書（シーズA相当_学外２次募集） Word

② R6. 募集要項（シーズA相当_学外２次募集） PDF

③ R6. 概要説明資料（シーズA相当_学外２次募集） PDF

こちらの申請書を
提出してください

https://www.cdam.jp/


⚫ 下記URLの申請フォームに作成した申請書を
アップロードしてください。

2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～申請方法～

＜申請フォーム画面＞

橋渡し研究【シーズ登録申請フォーム】

URL： https://redcap.link/seeds

申請方法の詳細は「募集要項」を必ずご確認下さい
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＊注意事項＊

• 申請書のファイル名は下記に統一してください
「研究開発代表者名_機関名_提出日（yyyymmdd）」

• 申請書は｢PDFファイル｣と｢Wordファイル｣の２種類を
アップロードしてください

• アップロード可能な最大ファイルサイズは 100 MB です

https://redcap.link/seeds


研究支援費の使途

〇 先行技術調査等、支援に要する費用として研究支援費よりプロジェクト
マジメント費（150千円）を計上していただきますことをご了承ください

〇 その他の使途については、各機関の費用の取扱いに従ってください

秘密保持

〇 申請書を含むシーズに関する秘密情報は藤田医科大学内で適切に取り扱
います

✓ 提出された申請書はシーズ評価委員及び橋渡し研究シーズ探索センター事務局の他には研
究者への事前承諾なく開示することはありません

✓ 要請があれば秘密保持契約を締結することも可能です

知的財産

〇 支援の対価として特許の権利を要求することはありません

研究の進捗確認

〇 採択された場合、支援期間中に研究の進捗を確認するため、中間面談の
実施及び、年次報告書を作成して頂きます

2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～留意事項～
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2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～プロジェクトマネージャー（PM）による事前相談～

本申請を検討している研究者の方を対象に、藤田医科大学所属の
PMがアドバイザーとして事前相談（オンライン又はメール回答）に
応じます。

例えば･･･

✓ 自分の研究課題が「シーズA」に該当するのか分からない

✓ 特許出願に該当する研究課題であるのか相談したい

✓ 評価基準を踏まえた書き方になっているかアドバイスが欲しい

✓ どのような必要経費を計上したらよいのか相談したい

など、これを機会に是非気軽にご相談ください。

⚫ 相談の申込みはメール（ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp）で受付しています

申込方法の詳細は「募集要項」を必ずご確認下さい
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（＊事前相談を受けるPMは本募集のシーズ評価委員には含まれておりません）

mailto:ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp


⚫ 募集に関するお問い合わせについては、下記メールまで
ご連絡ください。

⚫ お問い合わせの内容によっては回答に時間を要する場合
もあるため、余裕を持っての連絡をお願いします。

2. 藤田研究開発課題（シーズA相当）
～問い合わせ先～

≪藤田医科大学 橋渡し研究シーズ探索センター≫

担当者：薗田、上杉

E-mail：ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp
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募集要項及び申請書の資料請求は、上記「問い合わせ先」からも入手可能です。

メール差出人宛てに資料を送付させていただきます。

mailto:ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp


申請書作成のためのポイント
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藤田医科大学
橋渡し研究シーズ探索センター
プロジェクトマネージャー



コンテンツ
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1. 該当性フローチャート

2. 医療への実用化を目標とした課題とは

• 具体例

3. 評価基準のポイント

• 4つの評価基準に基づいて総合的に判断

• 評価基準を考慮した申請書の作成



１. 該当性フローチャート

×
12

特許出願の予定あり 特許出願済み                特許出願の予定なし

該当する              該当しない

目指す               目指さない

藤田研究開発課題(シーズA相当)への応募を検討

いいえ         はい

薬機法における、医薬品、医療機器、再生医療等製品、体外診断
用医薬品として「社会実装」を目指す

過去シーズA採択課題と同一、又は
令和６年度橋渡し研究支援機関(11拠点)の

シーズAに応募中課題である

特許出願(特許戦略構築)の計画がある

研究開発課題(シーズA相当)

国際特許出願(PCT)など、優先権主張出願のために
データ補強する必要がある課題(出願後1年以内の課題)
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⚫ 最終産物が明確

⚫ シーズAステージの申請課題においては、出願すべき特許が明確

⚫ 科学的根拠の裏付けがある

⚫ アイデア段階ではなく、実現可能性を示すデータを有している

⚫ 薬事承認対象となる医薬品・医療機器・再生医療等製品・体外診

断用医薬品である（疾患モデル動物、観察研究、手術方法、培養

技術などは対象外）

２. 医療への実用化を目標とした課題とは



２. 医療への実用化を目標とした課題とは
～具体例～

14

薬事承認対象となる医薬品･医療機器･再生医療等製品･体外

診断用医薬品の最終産物が何なのか具体的に記載する。

（悪い例）「新規画像診断法の開発」

（良い例）「新規画像診断法を用いた医療機器開発」

（悪い例）「難治性疾患Xモデルマウスの作成」

（良い例）「難治性疾患Xモデルマウスを用いた疾患X治療薬の開発」

（悪い例）「新規メタボローム法の開発」

（良い例）「新規メタボローム法を用いた疾患X診断薬の開発」

など



①科学的重要性・社会的インパクト

 高度かつ先進性の高い課題、または独創性のある課題であること

 臨床現場からのニーズに基づいた課題や、医療技術を抜本的に改善できる可能性のある課題であること

②知的財産権の優位性

 医療への実用化のための特許出願を目的とした課題であること

 知的財産権の取得を見込める課題であること

③社会実装の可能性

 2 年以内に特許出願の達成を見込める課題であること

 非臨床試験から臨床試験への展開を見込める課題であること

 画期的な医薬品・医療機器等(治療薬、検査・診断薬、ワクチン、医療機器、再生医療等製品等)として
の開発を見込める課題であること

④社会的意義

 効率的かつ効果的に、国民への提供を見込める課題であること

 患者さんの QOL を著しく改善することを目的とした課題であること

 難治性疾患 治療方法の無い疾患 の治療法確立を目的とした課題であること

 医療経済を抜本的に改善する可能性のある課題であること

３. 評価基準のポイント
～4つの評価基準に基づいて総合的に判断～

•特許出願を目的としていない、特許性が
見込めないシーズに対しては、審査対象
から外れる可能性があります。

•既に特許出願を達成している課題につい
ては、国際特許出願(PCT)など、優先権
主張出願のために実施例を補強する必要
がある課題(出願後1年以内の課題)は、
対象とさせて頂きます。
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３. 評価基準のポイント
～評価基準を考慮した申請書の作成～
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申請書「２. シーズ開発の概要」に

評価基準４項目

① 科学的重要性･社会的インパクト

② 知的財産権の優位性

③ 社会実装の可能性

④ 社会的意義

を考慮し、わかりやすく記載する。



応募をお待ちしております。
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【申請期間】

⚫ 令和６年１月22日（月）～令和６年２月19日（月）12時00分 ※厳守

【問い合わせ先】

⚫ 藤田医科大学 橋渡し研究シーズ探索センター

⚫ 担当者：薗田、上杉

⚫ E-mail：ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp

プロジェクトマネージャーによる事前相談も

２月13日（火）まで、随時メールで受付しています。

mailto:ftr-hashi02@fujita-hu.ac.jp
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